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B

重
点
は「
食
生
活
」と「
運
動
」

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
四
千

五
百
十
四
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協

力
い
た
だ
き
、
広
報
で
重
点
分
野
を
紹
介

し
な
が
ら
、
三
十
回
延
べ
四
百
四
十
三

人
が
参
加
し
た
座
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。そ

の
中
で
、
新
庄
市
で
は「
栄
養
・
食

生
活
」
と「
身
体
活
動
・
運
動
」に
つ
い
て

関
心
が
高
く
、
課
題
を
感
じ
て
い
る
市
民

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
、

塩
分
の
取
り
す
ぎ
と
運
動
不
足
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
策
定
委
員
会

で
は
、
国
・
県
の
計
画
で
目
標
値
が
定

め
ら
れ
て
い
る
九
分
野
す
べ
て
で
は
な

く
、「
栄
養
・
食
生
活
」
と「
身
体
活
動
・

運
動
」
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
年
代
別
の
重
点
課
題
を
定

め
ま
し
た
。

B

健
康
づ
く
り
は
み
ん
な
の
力
で

今
後
、
計
画
の
目
標
値
を
達
成
し
、

「
市
民
み
ん
な
が
元
気
で
長
生
き
で
き
る

社
会
」を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
健

康
づ
く
り
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ど
う
ぞ
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。（
計
画
の
概
要
版
は
六
月
に
全
戸
配

布
の
予
定
で
す
）

な
お
、
町
内
会
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
な
ど

で
、
計
画
内
容
の
説
明
や
健
康
づ
く
り
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
健
康
課
健
康
推
進
室
へ
。

1
内
線
５
１
3
〜
５
１
６

「いきいき健康づくり
新庄21」策定

この計画は、市民アンケートや地域座談会での意見を反映しながら
市民10名からなる策定委員会により策定しました。
国の「健康日本２１」、県の「健康文化やまがた２１」を受け、
病気の早期発見・早期治療という「二次予防」から病気を予防する
「一次予防」に重点をおいた健康づくり計画です。

新庄市民健康づくり運動計画策定委員会
委員長／山科昭雄　副委員長／伊藤妙子

委員／伊藤光、津田イセ子、高田泰子、花車美穂子、松田文治
橋欣也、遠藤宏子、伊藤真喜子

策定委員の声から

●重点項目に掲げた食生活・運動は、生活習慣病の発症と予防、

寝たきりの予防などと密接な関係がありますので、よく理解し、市

民一人ひとりが健康づくりに取り組んでいただきたいと思います。

●生活習慣病を予防するには、正しい食習慣を身につけること

が大切だと思います。特に幼児期から薄味に慣れバランスの良

い食生活をさせるため家族でがんばり、市が行う施策を上手に

利用してほしいと思います。「家族の健康は、私が守る。」という意

気込みで、皆さんがんばりましょう。

●親になったとき子に説明できるように「なぜ歯を磨くのか」「な

ぜ良く噛むのか」、少しずつでも年齢や成長段階に応じた理論

的な指導が大切ではないでしょうか。

●若い世代の健康に対する関心が薄いと感じる一方で、乳幼児

期からの食生活、生活習慣がとても重要であることを実感しまし

た。子を育てる親の健康への意識向上と、今回の策定をもっと

身近に考えるための環境や働きかけが必要であると考えます。

●計画が計画で終わらないように、地域・行政・関係機関の皆さ

まから、市民が参加し実践できるようなイベントを実施していただ

きたいと思います。そしてみんな元気に長生きできることを期待しま

す。

●この計画の特徴は、健康は「守るもの」から「つくるもの」とい

う視点に立ったことと、数値目標を掲げたことです。計画が、より

実効性を伴うものになってこそ、はじめて市民の健康が約束され

ると思います。

いきいき新庄、みんなが主役！

高 
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わ
た
し
の
健
康
法

山
下
蓉
子
さ
ん（
本
宮
町
）

わ
た
し
の
健
康
法
の
ひ
と
つ
は
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
す
。
夕
食
後
、
主
人
と
二

人
で
三
十
〜
四
十
分
歩
い
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
近
所

を
中
心
に
、
夏
に
は
田
ん
ぼ
で
ホ
タ

ル
を
見
つ
け
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

す
。普

段
の
用
事
も
必
ず
歩
い
て
出
か

け
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
歯
医
者
さ
ん

ま
で
四
千
歩
な
ど
と
、
万
歩
計
で
計
っ

て
目
安
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
九
年
に
市
開
催
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
講
座
で
知
り
合
っ
た
友
人

た
ち
と
定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
無
理
し
な
い
で
集

ま
れ
る
仲
間
で
、
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て

東
山
公
園
ま
で
歩
き
、一
緒
に
語
ら
い
、

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
な
る
の

が
一
番
で
す
ね
。

「いきいき健康づくり新庄21」で目指すのは・・・

市民みんなが元気で長生きできる社会の実現
■生活の質（ＱＯL＝クオリティー・オブ・ライフ）の向上
■壮年期死亡の減少
■健康寿命の延伸（寝たきり、閉じこもりの予防）

新庄市では

食生活と運動
を重点項目として
取り組みます

●市民参加の推進

●病気にならないよう健康づくりに取り組む一次予防の

重視

●健康づくり支援のための環境整備
平成１６年度から２５年度までの１０年間

（平成２０年度と２５年度に目標値の達成度を評価します）
●地　　域・・・健康づくりについて積極的に学習

●関係団体・・・健康づくりに取り組みやすい環境整備

健康づくり事業の推進

●市・・・・・・・・・・関係団体と協力しながら健康づくり事業

の実施と市民への情報提供を行います
●食生活 ●運動 ●心の健康 ●たばこ

●アルコール ●歯の健康 ●循環器病

●糖尿病 ●がん

重点9分野

役　　　割

計画の期間

計画の基本方針

新庄市での健康づくりの課題
●１日の塩分摂取量が県や全国と比べて多い
●市民の約７割が運動不足を感じている
●３０歳代～５０歳代の運動習慣者の割合が低い
●中高年の肥満割合が高い
●市民の約6割は生活習慣病で死亡している

e
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冬
期
間
の
水
不
足
の
解
消
に
向
け
、
最
上
川
か
ら
取
水
し
市
街
地
の
流
雪
溝
へ
流
す
消
流
雪
事
業
も
今
年
で
二
年
目
。

こ
の
度
、
調
査
結
果
、
重
点
エ
リ
ア
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
は
こ
の
検
証
結
果
を
も
と
に
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
を
目
指
し
、
地
区
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
流
量

最
上
川
の
水
を
指
首
野
川
、
中
の
川
、

升
形
川
の
三
河
川
に
注
水
し
た
こ
と
に

よ
り
、
流
雪
溝
の
流
量
が
確
保
さ
れ
流
雪

効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

◆
水
質
・
水
温

河
川
環
境
へ
の
影
響
調
査
と
し
て
、
水

質
・
水
温
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

水
質
に
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
水

温
は
導
水
管
が
地
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

た
め
、
地
熱
な
ど
の
影
響
に
よ
り
約
九
度

ま
で
温
め
ら
れ
融
雪
効
果
が
大
い
に
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
最
上
川

か
ら
の
取
水
は
、
河
川
環
境
に
影
響
を

与
え
な
い
こ
と
が
検
証
で
き
ま
し
た
。

◆
到
達
時
間
の
把
握

大
蔵
村
の
清
水
揚
水
機
場
で
く
み
上

げ
た
最
上
川
の
水
は
、
鳥
越
地
区
に
あ
る

【
流
雪
溝
管
理
組
合
に
つ
い
て
】

○
町
内
で
も
助
け
合
い
の
組
合
を
作

り
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
面
倒
を
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
・
規
則
が
で

き
る
時
代
が
く
る
と
思
い
ま
す
。

○
時
代
に
あ
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
将
来
も
楽
し
み
な
が

ら
除
雪
作
業
が
で
き
る
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。

○
地
区
ご
と
に
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る

所
と
そ
う
で
な
い
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。

問
題
と
思
わ
れ
る
地
域
で
討
論
会
な
ど

を
開
き
、
住
民
に
よ
る
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
流
雪
溝
を
上
手
に
利
用
す
る
に
は
？
】

○
投
雪
時
間
を
守
る
。
時
間
前
に
雪
を

詰
め
込
ま
な
い
。

○
硬
い
雪
は
細
か
く
砕
き
、
水
が
流
れ

て
い
な
い
と
き
は
投
雪
し
な
い
。

○
流
雪
溝
利
用
組
合
の
自
主
管
理
を
徹

底
す
る
こ
と
。

○
流
雪
溝
を
利
用
す
る
時
間
帯
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
徹
底
す
る
。
ま
た
、
水

上
が
り
に
な
っ
た
場
合
は
、
み
ん
な
が

協
力
し
て
処
理
す
る
。

○
個
人
の
モ
ラ
ル
を
上
手
に
意
識
さ
せ

地
区
住
民
の
声
か
ら

調
整
工
で
開
閉
操
作
を
行
い
、
そ
こ
か
ら

市
街
地
の
各
分
水
工
ま
で
二
十
五
分
か

ら
四
十
五
分
で
到
達
し
ま
し
た
。
今
後
、

各
河
川
に
設
置
し
て
い
る
取
水
ポ
ン
プ
の

稼
動
時
間
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
水
上
が
り
対
策

試
験
期
間
中
の
水
上
が
り
件
数
は
、

十
五
件
で
し
た（
前
年
度
は
五
十
五
件
）。

暖
冬
に
よ
る
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
水
上

が
り
箇
所
を
改
善
し
た
効
果
と
各
流
雪

溝
利
用
組
合
の
組
織
強
化
、
利
用
者
の

モ
ラ
ル
向
上
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
重
点
エ
リ
ア
で
の
検
証

○
供
給
水
量

十
九
地
点
の
流
量
を
観
測
し
た
と
こ

ろ
、
必
要
な
水
量
は
お
お
む
ね
確
保
で
き

て
い
ま
す
が
、
流
雪
溝
施
設
の
状
況
に
よ

り
水
の
流
れ
が
か
た
よ
っ
た
場
所
が
あ
っ

た
た
め
、
今
後
、
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

15年度試験通水の概要
■通水エリア 144ｈａ（既成市街地の43％）

■対象戸数 4,500戸

■重点エリア 城西・千門町地区(指首野川)、栄町地区（中の川）

■通水期間 16年１月26日～2月17日（23日間）

※市内河川の水量が豊富で積雪が少なかったため、実施期間を変

更しました。

■通水量 0.55ｔ／秒

■通水時間 6時間

※朝／午前6時～8時、昼／午後2時～4時、夜／午後6時～8時

※今回は日中にも通水しました。

検
証

試
験
通
水
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金額（1頭につき）区　　　　　　　分

 9,900円生後3カ月未満
牛

 16,100円生後3カ月以上24カ月未満

3,600円生後3カ月未満
馬

9,800円生後3カ月以上

2,000円生後3カ月未満

豚 2,500円生後3カ月以上24カ月未満

4,600円生後24カ月以上

4,500円ヤギなど

【へい獣処理手数料】
4月1日から次のように改正になりました。

7月1日から6月30日まで区　分

10キログラムにつき
140円

10キログラムにつき
110円

可燃ごみ、不燃ごみ
粗大ごみ

【ごみ処理手数料】
7月1日から次のように改正になります。
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る
た
め
に
、
行
政
に
よ
る
指
針
表
示
と

地
区
住
民
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

地
区
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
栄

町
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
、
比
較
的
日
中
在
宅
し
て
い

る
人
が
多
い
た
め
、
流
雪
溝
の
利
用
は
朝

が
最
も
多
く
、
次
に
昼
の
時
間
帯
で
、
一

日
の
除
雪
に
費
や
す
時
間
は
二
時
間
程

度
で
し
た
。
一
回
当
た
り
の
通
水
時
間
に

は
特
に
問
題
は
な
く
、
投
雪
時
間
が
分

散
さ
れ
れ
ば
さ
ら
に
効
果
的
に
利
用
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
流
雪
溝
を
利
用
で
き
な
い
地
区

と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
の
受
益

者
負
担
に
つ
い
て
は
、
約
七
割
が
同
意
し

て
い
ま
す
。

これからの取り組み

2カ年にわたる試験通水により、成果と課題
が得られました。消流雪用水の不足を解消す
るには、新庄農業水利施設の活用が最も効果
的な方法です。今後も次のことに取り組んでい
きます。
1．水上がり箇所の改善
2．自然流水の増量
3．関係機関との調整
○水利権の整理と河川状況の把握
○新庄農業水利施設の更新使用の取り扱い
○新規電気料金制度の創設に向けた活動

最上広域市町村圏事務組合からの

お 知 ら せ

【平成16年度予算】
■一般会計予算　39億4,892万円（前年比3.9％減）

分担金（35億4,114万7千円）の内訳

■特別会計予算　990万円（前年比29.3％減）

○もがみ大産業まつり、少年少女沖縄派遣交流事業

など

▲地区への報告会（4月21日／栄町）

その他  5,880万9千円（1.4%） 
 （教育センター・ 
議会等運営事業） 

分担金 
35億4,114万7千円 
（89.7%） 

 

使用料及び手数料 
1億4,271万5千円（3.6%） 
（ごみ・し尿処理施設 
使用料等） 
 

その他 
2億6,505万8千円（6.7%） 
（県支出金・繰入金等） 

（ゆめりあ･ごみ･ 
し尿処理施設整備等償還金） 

公債費 
14億6,126万 
7千円 

（37.0%）　　 
消防費 

13億8,481万4千円 
（35.1%） 

（消防・救急業務 
運営事業） 

 

総務費 
3億8,156万7千円（9.7%） 
（ゆめりあ等施設運営事業） 

 衛生費 
6億6,246万3千円 
（16.8%） 

（ごみ・し尿処理 
施設運営事業） 

歳　入 歳　出

0 10 20 30 40 50

新 庄 市  

金 山 町  

最 上 町  

舟 形 町  

真室川町 

大 蔵 村  

鮭 川 村  

戸 沢 村  

16億3,244万8千円（46.1％） 
 

2億1,272万9千円（6.0％） 
 
3億3,412万2千円（9.4％） 
 

2億227万9千円（5.7％） 

3億2,846万円（9.3％） 

4億4,390万7千円（12.6％） 

1億7,827万8千円（5.0％） 

2億892万4千円（5.9％） 

※うち地方交付税相当額6億5,940万9千円（新庄市3億6,738万円・
大蔵村2億9,202万9千円） 

（％） 

今
後
、
通
水
対
象
地
区
の
状
況
を
踏

ま
え
、
通
水
の
時
間
帯
や
管
理
運
営
の

あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
市
が
行
う
機
械
除
雪
の
時
間
短
縮

通
水
前
と
通
水
中
の
作
業
時
間
を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、除
雪
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

除
排
雪
費
用
の
削
減
効
果
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
検
証
結
果
を
も
と
に
、
水

上
が
り
箇
所
や
市
街
地
に
自
然
流
入
す

る
水
路
な
ど
の
流
れ
を
改
善
し
、
流
雪
溝

の
流
水
量
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
建
設
課
道
路
整
備
・
雪
対

策
室
へ
。
1
内
線
5
2
1
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B

で
き
る
対
策
か
ら

直
ち
に
実
行

き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
市
の

財
政
を
立
て
直
す
た
め
、
今
年
七
月
末

ま
で
に
財
政
再
建
計
画
を
つ
く
る
と
い

う
「
財
政
健
全
化
推
進
方
針
」
の
概
要

に
つ
い
て
前
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

こ
の
推
進
方
針
で
は
、
今
後
の
対
策
と

し
て
次
の
五
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
徹
底
し
た
内
部
努
力
を
基
本
と
す
る

②
事
務
事
業
を
さ
ら
に
見
直
す

③
借
金
依
存
体
質
か
ら
脱
却
す
る

④
最
上
広
域
分
担
金
を
圧
縮
す
る

⑤
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る

各
項
目
は
、
財
政
再
建
計
画
に
よ
り

具
体
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
①
の
「
内

部
努
力
」
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
と
し
、
今
年
四
月
か
ら
次
の
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

B

人
件
費
を
抑
え
ま
す

人
件
費
は
、
一
般
会
計
歳
出
の
四
分

の
一
を
占
め
ま
す
。
こ
の
人
件
費
を
抑

え
る
こ
と
が
財
政
立
て
直
し
の
ポ
イ
ン

ト
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
手
当
な
ど
給
与

と
職
員
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
十
六
年

度
は
二
億
三
千
三
百
七
十
五
万
円
の

削
減
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

B

職
員
数
の
削
減
に

努
め
ま
す

市
の
職
員
数
は
、
平
成
元
年
か
ら
計

画
的
に
削
減
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
元

年
は
四
百
三
十
六
人
で
し
た
が
、
十
六
年

度
は
、
約
一
割
減
の
三
百
九
十
二
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
四
百
人
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
十
六
年
度
以
降
の
十
年
間
で

百
六
十
五
人
の
職
員
が
定
年
退
職
す
る

大
量
退
職
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
こ
の
期

間
に
、
ど
の
程
度
採
用
を
抑
え
ら
れ
る
か

が
職
員
数
削
減
の
カ
ギ
で
あ
り
、
市
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
現
在
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
見
直
し
て
行
政
の
守
備
範
囲
を
絞

り
込
み
、
現
在
職
員
が
行
っ
て
い
る
業
務

を
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
委
託
し

職
員
を
少
な
く
し
て
い
く
方
針
で
す
。

そ
の
た
め
、
何
年
度
に
何
の
業
務
を
ど

う
す
る
の
か
、
市
の
組
織
を
何
人
体
制
に

す
る
の
か
と
い
っ
た「
定
員
管
理
計
画
」を

十
六
年
度
中
に
定
め
ま
す
。

B

職
員
行
動
目
標

M
a
k
e
a
C
h
a
n
g
e

変
化
す
る
社
会
情
勢
と
危
機
的
な
財

政
状
況
の
中
で
、
市
民
が
真
に
必
要
と
す

る
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
行
財
政
運
営
の
改
革
が
必
要
で
す
。

そ
の
改
革
の
担
い
手
で
あ
る
職
員
の
意
識

が
従
来
ど
お
り
で
は
到
底
達
成
で
き
ま

せ
ん
。

15年度末の退職者5人に対して16年
度採用者は1人。全体で4人削減。
............................3,375万円削減
嘱託職員を正職員やパート職員で
対応することとし、嘱託職員85人か
ら22人に削減。
パート職員増分を差し引き
............................7,996万円削減
合計額...................1億1,371万円

職員数の削減

Change
（変革）

メイク・ア・チェンジ

徹
底
し
た
内
部
努
力
を
基
本
と
し
て

市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
財
政
改
革

広
報
4
月
号
で
財
政
再
建
の
た
め
の「
財
政
健
全
化
推
進
方
針
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
、
市
は
、
行
財
政
改
革
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
考
え
方
や
動
き
を
お
知
ら
せ
し

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
ご
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら「
小
さ
く
、
元
気
な
市
役
所
づ
く
り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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段
・
ト
イ
レ
な
ど
共
用
部
分
の
清
掃
を
四

月
か
ら
職
員
が
当
番
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
委
託
料
の
削
減
＝
年
１
８
２
万
円
）

●
こ
れ
ま
で
委
託
し
て
い
た
道
路
補
修
な

ど
の
業
務
の
う
ち
職
員
が
直
接
行
う
分

を
増
や
し
ま
し
た
。（
建
設
課
の
委
託
料

の
削
減
＝
年
２
３
６
万
円
）

●
そ
の
他
こ
れ
ま
で
委
託
し
て
い
た
市
民

プ
ラ
ザ
な
ど
の
土
日
日
直
や
施
設
管
理

な
ど
多
く
の
業
務
を
四
月
か
ら
職
員
が

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

1
内
線
2
1
8

シリーズ行行財財政政改改革革

削減率 年間削減額
市　長 30％ 327万円
助　役 18％ 149万円
収入役 12％ 84万円
教育長 12％ 84万円
議　長 8％ 41万円
副議長 8％ 36万円
議　員 8％ 752万円
（議員1人当たり34万円）
行政委員会委員（教育委員、監査委員、選
挙管理委員、農業委員）

3％ 52万円
一般職員 4％ 6,859万円
（職員1人当たり18万円）
給与削減に伴う事業主負担分 846万円
管理職手当 974万円
時間外・休日勤務手当 1,800万円
合計額 1億2,004万円

※市長から議員までと一般職員は6月と12月
の期末手当から差し引く。削減率は、給料月
額に置き換えた場合の率。

職員給与の削減

市
長
の
発
案
で
、
十
六
年
度
の
職
員
行

動
目
標
と
し
て「m

ak
e
a
C
h
an
g
e

新
発
想
・
新
行
動
」を
掲
げ
ま
し
た
。
新

し
い
発
想
で
、ス
ピ
ー
ド
あ
る
新
し
い
行
動

パ
タ
ー
ン
を
身
に
つ
け
、
改
革
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
職
員
全
員
が
、
行
動

目
標
を
念
頭
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

B

職
員
自
ら
行
う
こ
と
で

経
費
を
削
減

●
こ
れ
ま
で
嘱
託
職
員
を
配
置
し
て
い
た

本
庁
舎
総
合
案
内
を
四
月
か
ら
本
庁
舎

全
職
員
の
当
番
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。
経

費
削
減
だ
け
で
な
く
、
来
庁
者
に
接
す

る
意
識
の
向
上
や
分
か
り
や
す
い
説
明

の
研
修
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。（
嘱
託

職
員
人
件
費
の
削
減
＝
年
１
９
３
万
円
）

●
こ
れ
ま
で
委
託
し
て
い
た
庁
舎
の
階

Make a
（創造） （いろいろな）

「市民協働推進のための
指針」をつくります

今、少子・高齢化、地方分権化の進展など、

私たちを取り巻く社会環境は大きく変化してい

ます。このような中、行政からの施策を一方的

に受けるだけでなく、市民自らが公益的な活動

に参加するという動きが活発になっています。

住みよいまちづくりを進めるには、行政の力

だけでなく、そこで生活・経済活動を営む人々

の力が必要です。新庄市でも、子育て・介護・

環境保全などさまざまな分野で、市民・ＮＰＯ・

ボランティア団体・町内会・企業などの活動が、

安心と潤いある市民生活を支えています。

そこで、市民の公益的な活動と行政との協

働(＝共通課題の解決に向け協力・協調する

関係)のあり方について模索し、今後の推進の

方向性を定める「協働推進のための指針（仮

称）」を策定します。

策定委員会が
スタートしました

この委員会は、より多様な意見を取り入れ

られるよう委員公募制としました。3人の市職

員も庁内公募による委員です。

4月21日に、第1回策定委員会を開催し、委

員長・副委員長を決定。今後の進め方につ

いて話し合いました。

平成16年度職員行動目標

これからも行財政改革に向けた市の考え・動
きを随時お知らせしていきます。市民の皆さま
のご意見・提案をお寄せください。

◎企画調整課市民協働広報室1内線245・246

策定委員会メンバー

○委 員 長／沼野　慈
○副委員長／井上　章
○委　 員
佐藤眞一、吉田　博、星川　満
福原美南子、片見信廣、鈴木秀之助
柴田理佐、加藤　太、齊藤千恵子
後藤信之、高橋　学
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健康メモ

快
適
睡
眠
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

睡
眠
は
、
心
身
の
疲
れ
を
と
る
た
め

と
て
も
大
切
で
す
。
不
眠
が
続
く
と
自

律
神
経
と
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
血
圧
・
血
糖
が
上
昇
す
る
な
ど
生

活
習
慣
病
に
な
り
が
ち
で
す
。
思
考

力
・
注
意
力
も
下
が
り
、
精
神
面
で
も
不

安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

睡
眠
時
間
の
目
安
は
、
成
人
で
は
約

六
〜
九
時
間
で
す
が
、
年
齢
差
・
個
人

差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
中
眠
気
で
困

ら
な
い
程
度
が
良
い
で
し
ょ
う
。

【
熟
睡
す
る
た
め
の
生
活
術
】

●
適
度
な
運
動
で
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を

●
寝
る
前
に
食
べ
な
い
。
過
度
の
飲

酒
・
コ
ー
ヒ
ー
は
避
け
る
●
ぬ
る
め
の

お
湯
で
体
を
温
め
、
入
浴
後
、
体
温
が

下
が
っ
た
と
き
に
寝
る
と
寝
つ
き
が
よ

い
●
就
寝
前
に
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
●
照
明
は
暗
め
に
し
て
静
か
な
音
楽

や
心
地
よ
い
香
り
な
ど
で
心
を
落
ち
着

か
せ
る
●
夜
十
二
時
前
の
決
ま
っ
た
時

間
に
寝
る
な
ど
睡
眠
リ
ズ
ム
を
つ
く
る

い
つ
も
睡
眠
不
足
を
感
じ
て
い
る
人

は
、
三
十
分
ほ
ど
の
昼
寝
で
も
有
効
で

す
。
眠
れ
な
い
、
何
度
も
目
を
覚
ま
す

な
ど
の
不
快
な
症
状
が
一
カ
月
以
上
続

く
場
合
は
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎詳しくは、健康課健康推進室ヘ。1内線513～516

▲名前の由来となったかやの木の前で（図書館庭園）

「
か
や
の
み
会
」
は
、
昭
和
六
十
二

年
か
ら
、
市
立
図
書
館
の
ほ
か
、
最
上

地
区
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・

老
人
福
祉
施
設
な
ど
で「
読
み
聞
か

せ
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
県
内
各
地
に
も
活
動
の

場
を
広
げ
、
要
望
に
応
じ
て
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト（
紙
の
表

裏
に
絵
が
画
い
て
あ
る
も
の
）・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
紙
芝
居
な
ど
、
年
間
約
百
六

十
回
を
超
え
る
公
演
や
訪
問
・
定
期
活

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
こ
う
し
た
長
年

に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
四
月
二
十
三
日
に
、
東
京
の
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た「
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

か
や
の
み
会
代
表
の
須
藤
敏
枝
さ
ん

に
受
賞
の
喜
び
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
十
七
年
間
、
地
道
に
活
動
し
て
き
た

の
が
晴
れ
が
ま
し
い
受
賞
に
結
び
つ
き

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
会
員
の
み
ん

な
と
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
は
、
訪
問
先
な
ど
で
わ
た
し
た

ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
、
発
足
当

時
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た“

無
理
せ

ず
で
き
る
こ
と
を
す
る‘

と
い
う
の
が

良
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
各
自
が
研
さ

ん
し
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
ま
た
、
人
と

人
の
交
流
を
大
切
に
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、
新
庄
・
最
上
が
読
み
聞
か
せ
の

発
信
地
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

図書館ボランティア「かやのみ会」、文部科学大臣表彰！
～平成16年度子どもの読書活動優秀実践団体～

かやのみ会を紹介します
昭和62年、市主催のボランティア養成講座に集ま

った受講生が結成。昭和63年、現在の位置に新しい

図書館ができてからは、ここを拠点に、いろいろな活動

を行っています。現在、会員は16人。仕事や家事で忙

しい時間をやりくりして集まっています。オリジナリティ

ーあふれる作品を手作りで製作し、公演に向けて練習

しています。ご要望があればどこにでも伺います。

●えほんのよみきかせ／毎週火曜日午前11時～11時

30分／対象＝幼児と親

●おはなし会／毎週土曜日午前11時～11時30分／

対象＝幼児～小学生・保護者（かやのみ会は隔週

担当）

●こどものつどい／夏・冬の季節ごとの催し／大型絵

本・影絵・絵巻物語

●図書館まつり／親子のつどい、パネルシアター、大

型紙芝居、本のリサイクルフェアなど

◎会員募集中です。詳しくは、市立図書館へ。

122-2189

▲おはなし会（毎週土曜日／市立図書館）
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いきいき

新庄人 何事にも興味をもつ
奥山春子さん（泉田）

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
。
ビ
ー
ル
工

場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
付
い
た
地
名
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
恵
比
寿
駅
の
そ
ば
に
私
の

会
社
は
あ
り
ま
す
。
三
十
歳
の
時
に
、
そ

れ
ま
で
勤
め
て
い
た
就
職
情
報
誌
の
仕
事

を
辞
め
て
、今
の
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

た
っ
た
三
人
で
始
め
た
小
さ
な
会
社
も
、

今
で
は
四
十
名
ほ
ど
の
従
業
員
を
抱
え

る
会
社
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
会
社
は
広
告
宣
伝
を
す
る
会
社
で

す
か
ら
、
他
の
業
界
よ
り
は
多
少
華
や
か

だ
っ
た
り
も
し
ま
す
。
つい
最
近
も
、
杉
本

彩
さ
ん
、
プ
リ
ン
セ
ス
テ
ン
コ
ー
さ
ん
な
ど

と
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
残
念
な
が
ら
庄
司
永
健
筆
頭
家
老
と
は

ま
だ
お
仕
事
で
ご
一
緒
で
き
て
い
ま
せ
ん
）

こ
う
いっ
た
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
の

で
す
が
、
ぜ
ひ
新
庄
に
か
か
わ
り
を
持
っ
た

仕
事
も
し

た
い
と
常

日
ご
ろ
か

ら
思
っ
て

お
り
ま

す
。
私
は
、

東
京
で
暮

ら
し
て
い

ま
す
が
、

一
新
庄
人

と
し
て
の
気
持
ち
が
と
て
も
強
い
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
気
持
ち
は
若
か
っ
た
こ
ろ
よ

り
ず
っ
と
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
幸
運

に
も
江
戸
家
老
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
新
庄
に
縁
の
あ
る
方
々
と

出
会
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
も
、
ポ
ス
タ
ー
や
カ
タ
ロ
グ
の
制

作
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ
が
何
度
か
新
庄

へ
帰
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
私
に
と
っ
て
仕
事
の
大

き
い
小
さ
い
は
関
係
な
い
の
で
す
。（
会
社
経

営
者
と
し
て
は
本
当
は
問
題
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
…
）私
の
会
社
で
制
作
し
た
カ

タ
ロ
グ
が
評
判
で
、
依
頼
し
て
い
た
だ
い
た

お
店
の
お
役
に
立
ち
、
多
少
で
も
新
庄
の

元
気
の
素
に
な
れ
れ
ば
いい
の
で
す
。

う
ち
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
、
私
の
地
元
の

仕
事
は
好
き
み
た
い
で
、
あ
る
専
門
店
の

カ
タ
ロ
グ
制
作
は
す
ご
く
頑
張
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
私
が
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、

う
ち
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
け
っ
こ
う
優
秀
で

す
か
ら
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー（
創
造

性
）に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
彼
ら
は
仕
事
を
通
じ
て
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
新
庄
に
関
心
や
愛

着
を
持
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
し

か
し
た
ら
、い
ず
れ
新
庄
に
デ
ザ
イ
ン
ス

タ
ジ
オ
…
。

ことをできるだけ理解するように心がけることが大切だと

思います。また、人それぞれの考え方も尊重し、その個性

に合わせた対応ができる柔軟性も必要だと思います」と

異文化生活で得た教訓を語ってくれました。

「英会話を人に教えたのは新庄に来てからです。でも、

指導を続けるうちに、学ぼうとする人たちの熱意に応えた

い、さらに可能性を伸ばすお手伝いがしたいと強く思うよ

うになりました。指導の経験から言えることは、英語の学

習も大切だけれども同時に自分の国の言葉を大事にし、

きちんと話せること。自分の意見や考え、自分の国のこと

を話せるようになる努力を今後も続けてほしいと願いま

す。わたし自身もその勉強を続けていきたいと思います。

私は好奇心旺盛なタイプなので、やりたいことがいっ

ぱいあります。これからも、疑問に思うこと・知りたいこ

と・興味があることを自分から追い求め理解を深めたい

と思っています」

“今後は長年細々

と続けてきた染織の

仕事に本腰を入れた

い”と話してくれた奥

山さんの笑顔はとて

も輝いていました。

「5年前に主人の仕事の関係で帰国後、子育てに専念し

ていました。しばらくして市から翻訳・通訳の仕事の依頼

があり、市民プラザの国際交流事業で、外国の人たちを交

えて子育てや生活様式の違いなどを話したことがきっか

けで、外国人ゲストの通訳をさせていただきながら活動

に参加するようになりました」と語る奥山さんは京都生ま

れ東京育ち。16歳から20年間米国で生活し、新庄出身

のご主人と帰国後、英会話教室を営むかたわら国民文化

祭でボランティア通訳を行ったり、かもしかクラブ会長や

市の行政改革委員を務めるなど、双子の子育てを楽しみ

ながら社会活動にも積極的に取り組んでいます。

「欧米人に比べ私たち日本人は、対人関係において言葉

で物事を説明することにあまり慣れていないように思いま

す。“以心伝心”という言葉があるように、言わなくても分

かるだろうと思ってしまうとおのずと言葉足らずになって

しまいます。心のコミュニケーションももちろん大事です

が、本当の相互理解のためには、話す側は相手にとって理

解できるまで話を掘り下げたり、納得いくまで説明する努

力を惜しまないことです。また、聞く側は相手の言いたい

新
庄
の
元
気
の
素
に
な
り
た
い

B

新
庄
藩
江
戸
家
老

齋
藤
仁
宏
さ
ん（
東
京
都
在
住
）

▲自宅で糸を紡ぐ奥山さん

▲経営する会社デスクにて



10

季節の話題・市政の動き・催しなどを 
紹介するページです 

SH
IN

JO
  K

E
N

B
U

N
R

O
K

U

100歳おめでとう！
「あんこもちが大好きで、昔は1升くらい食

べました」と語る小関繁蔵さん（明治37

年4月3日生まれ）が満100歳を迎えました。

小関さんは9年前、神室荘に入所。100

歳のお祝い会では、多くの入所者から

祝福を受け笑顔で応えていました。

平成9年に制定された長寿祝いを受け

た方は、小関さんで11人目となりました。

春季ロードレース
第50回山形県縦断駅伝競走大会の選

考会を兼ねた新庄・最上地区春季ロー

ドレース大会が行われ、中学・高校・社

会人80人の参加者が日ごろの練習で鍛

えた健脚を競いました。

ボランティア公園清掃
花見を前にした最上公園をきれいにしよ

うと、御堀端自治会・新庄青年会議所・

市民ボランティアの約100人がボランティ

ア清掃を行いました。雪解けとともに出

てきたごみ・たばこの吸殻・ペットボトル・

空き缶など、拾い集めた量はトラック3台

分にもなりました。参加者からは「きれい

になった公園でお花見ができるのが今

から楽しみです」と芽吹き始めた桜を見

つめていました。

雪の結晶がきれい！
天然の雪とほぼ同じ結晶で雪を降らせる

ことができる世界唯一の実験施設をもつ

長岡雪氷防災研究所新庄支所の一般

公開が行われました。マイナス10度の大

型低温実験室では、降りしきる人工雪や

雪の結晶に見学者からは驚きと歓声が。

また、ダイヤモンドダストの再現やペットボ

トルを使った結晶作りも行われました。今

年は土曜日の一般公開となり、身近にあ

る貴重な施設見学を体験できました。

▲花見を前に行われたボランティア公園清掃
（4月17日／最上公園）

▲第28回一般公開（4月17日／長岡雪氷防災
研究所新庄支所）

▲水田農業推進協議会設立総会（4月9日／
ゆめりあ）

▲新庄・最上地区春季ロードレース大会（4月4日／市民球場前出発）

▲みんなで祝った長寿100歳（4月5日／神室荘）
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■第2回全日本女子アマチュアボクシング大会
【競技の部】フェザー級③矢口美穂（新庄神室
産業高3年）【演技の部】⑥高橋尚子（新庄北高
3年）
■第21回新庄・最上地区春季ロードレース大会
【一般の部／10㎞】①石井貴大（真室川町教
委）②前田信一（JR東日本）③井上徹（最上総
合支庁）④松田吉弘（新庄市教委）⑤菅野学
（県庁）⑥八鍬敏彦
【高校の部／10㎞】①佐藤亨（東海山形）②今
井達弥（東海山形）③小野智彦（金山）④青山
浩之（酒田南）⑤高橋勝利（新庄神室産業）⑥
笹原翔太（東海山形）
【中学の部／3㎞】①渡辺慎吾（舟形）②佐藤雄
太（金山）③柿崎雄斗（日新）④桂田佳輝（及位）
⑤矢口靖士（新庄）⑥小沼翔（金山）
【女子の部／3㎞】①外　恵美（日新中）②清水
彩（新庄南高）③和田佳（戸沢Jr駅伝）④松田
奈緒（金山中）⑤外　理紗（新庄南高）⑥阿部
加奈（明倫中）

栄 光 を た た え て

春の風物詩「カド焼き」
満開の桜の下でカド（春告魚）に舌鼓を打

ちながら春の訪れを楽しむ「新庄春まつり

カド焼き大会」が盛大に行われました。

春になると大型のカドを焼き、家族や友

人たちと春の喜びを分かち合ってきたこ

の行事も、ニシンが捕れなくなり、すたれ

ていた時期がありました。そこで、昭和

49年に「カド焼き」を春まつりの行事にし

ようと、新庄観光協会が市民に参加を

呼びかけ復活させました。今では、新庄

の春の風物詩として県内外に知られる

ようになった「カド焼き大会」。今年も多

くの参加者でにぎわい、会場には歌や

人々の笑い声が響いていました。

▲春まつり・カド焼き大会（4月24日～5月5日／最上公園）

▲山形県縦断駅伝競走大会（4月27日／市役所前）

▲市内初の民間立保育所となったパリス保育
園入園式（4月5日）

▲歴史ある建物群に映える桜（4月21日／エコ
ロジーガーデン・産直まゆの郷）

▲満開の桜（4月21日／最上公園）▲咲きそろった桜（4月25日／泉田桜通り）

崎辞

崎辞
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イベントや行政案内など
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正しくは、｢15年2・3生まれ／5月19日D｣です。◎健康課健康推進室1内線513～516

▼
対
象

小
学
4
年
以
上
の
健
康

な
人（
先
着
40
人
）
▼
と
き

6
月

13
日
a
午
前
5
時
30
分
市
役
所
前

集
合
〜
午
後
7
時
新
庄
着

▼
コ
ー
ス

秋
田
駒
ケ
岳（
健
脚
コ

ー
ス
と
一
般
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
）

▼
参
加
費

3
、0
0
0
円（
保
険
代

な
ど
）

▼
申
し
込
み
6
月
4
日
f
ま
で

y
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
1
22
｜

0
6
8
1

市
民
プ
ラ
ザ
に
備
え
て
い
る
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
音
質
な
ど
性
能
を

維
持
す
る
た
め
、
弾
い
て
く
だ
さ

ピ
ア
ノ
弾
き
込
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
46
回
市
民
登
山
会

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
定
員
若
干
名

▼
受
付
5
月
15
日
g
か
ら

y
市
民
プ
ラ
ザ

1
22
｜

4
2
0
0

▼
対
象

川
に
接
す
る
機
会
が
多

く
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
成
人

（
若
干
名
）

▼
委
嘱
期
間
7
月
か
ら
1
年
間

▼
内
容

河
川
に
関
す
る
情
報
提

供
、
定
期
的
な
巡
視
と
レ
ポ
ー
ト

提
出
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど

▼
報
酬
月
4
、5
8
0
円

▼
申
し
込
み
5
月
21
日
f
ま
で

y
新
庄
河
川
事
務
所
1
22
｜

0
2
5
1

▼
対
象
市
内
在
住
の
障
害
者

▼
と
こ
ろ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
各
30
人

障
害
者
文
化
・
芸
術
講
座

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

ろ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

y
新
庄
吹
奏
楽
団
・
a
橋

1
0
9
0
｜

7
3
2
1
｜

6
7
4
2

▼
対
象
高
校
生
以
上

▼
作
品

未
発
表
の
自
作
絵
画（
F

1
5
0
号
以
内
）

▼
出
品
料
3
、0
0
0
円

▼
搬
入
日

6
月
19
日
g
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▼
賞

大
賞
1
点

10
万
円
、
奨
励
賞
1
点
1
万
円

y
蒼
空
の
会
事
務
局
・
田
口

1
22
｜

6
2
3
5

▼
対
象
ど
な
た
で
も

▼
練
習
日
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後

7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▼
と
こ
ろ
日
新
小
体
育
館

▼
会
費
月
1
、0
0
0
円

y
事
務
局
・
a
山

1
22
｜

4
3
9
8

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー（
9
人
制
）

チ
ー
ム「
日
新
」

第
5
回
蒼
空
の
会

絵
画
大
賞
展
作
品

▼
と
き

5
月
23
日
a
午
前
8
時

30
分
市
役
所
前
集
合
〜
午
後
4
時

解
散（
予
定
）
▼
と
こ
ろ

最
上
町

赤
倉
地
区
▼
参
加
費

1
、0
0
0

円（
保
険
代
な
ど
）

y
神
室
山
系
の
自
然
を
守
る
会
・

海
藤
　
　
　
　

1
22
｜

8
7
1
3

▼
対
象
小
学
3
年
生
〜
高
校
生

▼
期
間

7
月
下
旬
〜
8
月（
8
日

〜
21
日
間
）▼
コ
ー
ス
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ

イ
パ
ン
な
ど

▼
参
加
費
12
万
8
千
円
〜

▼
申
し
込
み
6
月
7
日
b
ま
で

（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

y
&
国
際
青
少
年
研
修
協
会

1
0
3
｜

3
3
5
9
｜

8
4
2
1

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

自
然
観
察
会

清
流
小
国
川
の
源
流
を
訪
ね
て

募集

5月31日は世界禁煙デー
＝禁煙週間5月31日～6月6日＝
◎健康課健康推進室1内線515

▼
申
し
込
み
5
月
25
日
c
ま
で

ち
ぎ
り
絵
教
室

▼
と
き

5
月
31
日
b
、
6
月
28
日

b
、
7
月
26
日
b
い
ず
れ
も
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
講
師
大
江
信
子
さ
ん

▼
受
講
料
8
0
0
円（
材
料
代
）

陶
芸
教
室

▼
と
き

5
月
28
日
f
、
6
月
29
日

c
、
7
月
27
日
c
い
ず
れ
も
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
講
師
涌
井
弥
瓶
さ
ん

▼
受
講
料
1
、5
0
0
円（
材
料
代
）

※
い
ず
れ
の
作
品
も
「
市
民
健
康

福
祉
ま
つ
り
」に
展
示
し
ま
す
。

y
新
庄
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

1
22
｜

2
6
3
8

▼
対
象

高
校
生
以
上
の
楽
器
経

験
者

▼
練
習
日

毎
週
水
・
土
曜

日
午
後
7
時
〜
9
時
30
分
▼
と
こ

新
庄
吹
奏
楽
団
員

○とき 5月30日A

午前9時30分～午後6時
○内容 山菜・農産物販売、焼きおにぎり・
アイスなどの屋台販売、みず汁の振る舞い
◎詳しくは、産直まゆの郷123-5007、
農林課農林振興室1内線261へ。

「産直まゆの郷」山菜まつり

市役所122-2111622-0989

○予防 ①素肌をできるだけ露出しな
い、②草むらに直接座らない、③防虫剤
などを衣類に散布する、④帰宅したら早
めにふろに入り、衣類を洗濯する（症状
が出たらすぐに受診しましょう）
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。 1内線514

ツツガムシ病に注意

新庄まつり観覧席（アビエス）
6月1日から電話受付開始
今年は電話受付のみとなります

国民年金の学生納付特例制度
本人の前年所得が68万円以下

の場合、申請して承認されると在学
中の保険料の納付が猶予されます。
申請は毎年度で、在学証明または
学生証の写しが必要です。
◎詳しくは、新庄社会保険事務所122-
2050、市民課国民年金担当1内線134へ。

・ら・せ

地価公示価格

（平成16年1月1日現在）

◎詳しくは、企画調整課企画政策室へ。
1内線241

用途 所在地 価格（㎡）変動率

住
宅
地

大町12-14 46,500円 △ 5.5%
下金沢町13-25 38,200円 △ 4.0%
小田島町6-8 52,600円 △ 4.9%

商
業
地

本町3-39 93,900円 △ 9.7%
沖の町1-5 107,000円 △10.1%

8月24日C 全　席 1,000円
宵まつり
8月25日D スタンド席 1,000円
本まつり スタンド以外 1,500円

○受付 6月1日C午前8時30分から
○予約電話 122-6686
※満席になり次第締め切ります。7月27日以
降の取り消しは、雨天中止でも返金しません。

◎詳しくは、新庄まつり委員会へ。122-6855
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SHINJO INFORMATION

5月のお・知

4月お知らせ版のポリオ予防接種の曜日に誤りがありました。

▼
対
象

悩
み
を
抱
え
て
い
る
本
人

と
家
族
▼
と
き

5
月
24
日
b
午

後
1
時
30
分
〜
4
時（
予
約
制
）

▼
内
容

専
門
医
師
に
よ
る
個
別

相
談
▼
と
こ
ろ
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
5
月
20
日
e
ま
で

y
健
康
課
健
康
推
進
室1

内
線
5
1
6

▼
と
き
5
月
27
日
e
午
前
10
時
30

分（
15
分
前
に
集
合
）
▼
と
こ
ろ
市

役
所
3
階
第
一
会
議
室

▼
持
ち
物
印
鑑
・
免
許
証

電
話
加
入
権
の
公
売

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

※
当
日
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

y
税
務
課
納
税
室
1
内
線
1
4
7

▼
物
件
宅
地
な
ど
約
20
件

▼
閲
覧

5
月
21
日
f
〜
6
月
24

日
e
ま
で
▼
入
札
期
間

6
月
17

日
e
〜
24
日
e

▼
開
札
7
月
1
日
e

y
山
形
地
方
裁
判
所
新
庄
支
部

1
22
｜

0
2
6
5

6
月
1
日
か
ら
国
税
の
申
告
・

納
税
な
ど
の
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
手
続
き

①
所
得

税
・
法
人
税
・
消
費
税
の
申
告
、
②

国
税
の
電
子
申
告
・
納
税

不
動
産
の
競
売

水路やため池には危険がいっぱい!
水路事故防止のため声がけをお願いします
◎最上総合支庁農村整備課122-4035

新庄土地改良区122-3588

全
税
目
の
納
税
、
③
各
種
申
請
・

届
出

※
利
用
に
は
事
前
に「
開
始
届
出

書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

y
新
庄
税
務
署

1
22
｜

5
1
1
1

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
で
は
、
次
の
方
に
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

①
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受

給
し
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方

（
請
求
を
行
う
こ
と
な
く
亡
く
な

ら
れ
た
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
）

②
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

※
申
請
は
独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
へ
。

y
福
祉
事
務
所
生
活
支
援
室

1
内
線
5
4
2

書
状
等
贈
呈
事
業

お知らせ

軽自動車税の減免

市税の口座振替をご利用の方へ
これまで納期ごとに口座振替領収
済通知書を送付していましたが、今年
度から各税目の最終納期限後に一括
して送付します。
○対象 市・県民税、固定資産税・
都市計画税、軽自動車税、国民健康
保険税、介護保険料
◎詳しくは、税務課納税室へ。1内線146

今年もソルガムからエターノールを
作る実証実験を行います。
◎詳しくは、エコロジーガーデンへ。129-2122

身体の障害などで歩行が困難な人
または障害のある人のために運転す
る軽自動車の税金は、減免される場
合があります。
○申請期限 5月24日B

◎詳しくは、税務課課税室へ。
1内線141・153

家族介護者交流激励支援事業

ソルガムの種まきを体験しませんか

○対象 要介護4・5または痴呆性老
人の家族を介護している人
○内容 バスによる日帰り旅行
【日本海の幸を堪能する湯野浜の旅】
7月14日D／申し込み＝6月14日Bまで
【庭園散策と天童温泉の旅】

9月8日D／申し込み＝8月9日Bまで
【新庄・最上いい所だけ再発掘の旅】
11月2日C／申し込み＝10月4日Bまで
◎いずれも参加無料です。詳しくは、
福祉事務所高齢障害支援室へ。

1内線552・553

¡と き 5月26日D午前10時～午後3時

¡ところ 市民文化会館

¡応 対 最北弁護士会

◎詳しくは、市民課市民相談室へ。1内線125

¡一般相談 毎月第2・4金曜日

午後1時～3時30分

¡弁護士相談 5月21日F

（奇数月の第3金曜日／予約制）

午後1時30分～3時30分

◎いずれも老人福祉センターで行います。詳し

くは、新庄市社会福祉協議会へ。122-5797

¡と き 5月28日F午前10時～午後3時

¡ところ 市役所西庁舎市民相談室分室

¡内 容 所得税、消費税、相続税、資産

の譲渡などの国税について

¡応 対 仙台国税局税務相談室酒田分室

【15年分所得額証明書などの交付】

15年分所得額証明書、16年度課税額

証明書の交付開始日は、次のとおりです。

¡市･県民税が給与から差し引かれる人

5月14日Fから

¡それ以外の人 6月16日Dから

◎いずれも詳しくは、税務課課税室へ。

1内線142・143

¡と き 5月22日G午後1時開演

¡ところ 市民文化会館小ホール

◎入場無料です。詳しくは、事務局・藤沢へ。

122-2175

¡と き 演劇部／5月29日G午後1時30

分開演、吹奏楽部／5月30日A午後3時

開演

¡ところ 市民文化会館大ホール

◎いずれも入場無料です。詳しくは新庄南

高校へ。 122-1547

新庄南高校定期公演

琴城流大正琴ミニコンサート

出張無料税務相談

心配ごと無料相談

憲法週間無料法律相談

相談
など
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シリーズ教育――Part.6
学力向上フロンティアスクール新庄中学校（文部科学省指定）
新庄中学校＝生徒数380人、学級数12、教職員32人（平成15年5月1日現在）

「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
」

―
―
新
し
い
時
代
へ
の
人
づ
く
り
―
―

今
回
は
、
地
域
全
体
と
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
特
色
の
あ
る

環
境
教
育
を
実
践
し
て
い
る
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

し
ま
う
な
ん
て
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
校
で
は「
指
一
本
で
で
き

る
省
エ
ネ
」
を
合
言
葉
に
、
電
気
を
こ

ま
め
に
消
し
た
り
、
水
の
出
し
っ
ぱ
な
し

を
防
い
だ
り
、「
省
エ
ネ
ナ
ビ（
消
費
電

力
な
ど
の
簡
易
測
定
器
）」の
活
用
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

「
か
が
や
き
タ
イ
ム
」の
実
践
か
ら

昨
年
度
、
六
年
生
は「
樹
木
」、
五
年

生「
コ
メ
」、
四
年
生「
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
」、

三
年
生「
ホ
タ
ル
」を
テ
ー
マ
に
学
習
し

ま
し
た
。

四
年
生
は
、
山
形
県
ふ
る
さ
と
保
全

指
導
員
の
星
川
靖
捷
さ
ん
か
ら
指
首
野

川
に
す
む
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
を
実
際
に
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
絶
滅

危
惧
種

き

ぐ

し

ゅ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
湧わ

き
水
が

豊
富
で
年
中
十
二
度
〜
十
五
度
の
水
温

の
所
に
す
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
年
生
の
土
壌
生
物
調
べ
で
は
、
教

生
活
に
身
近
な
環
境
教
育

北
辰
小
学
校
に
は
、
樹
齢
数
百
年
を

超
す
と
い
わ
れ
る
シ
ン
ボ
ル
の
欅け

や
き

の
大

木
を
は
じ
め
、
桜
や
も
み
な
ど
五
十
種

類
の
樹
木
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周
辺

に
は
田
ん
ぼ
が
広
が
り
、
指
首
野
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
身
近
な
自

然
環
境
の
中
で
昨
年
度
か
ら
環
境
教
育

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
、
校
庭
の
落
ち
葉
を
集
め
、

新
庄
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
腐
葉
土

ふ

よ

う

ど

作
り
を
し
ま
し
た
。
木
々
の

葉
が
栄
養
分
を
含
ん
だ
土
に
な
り
、
そ

の
土
で
野
菜
を
作
り
味
わ
う
こ
と
で
、

「
自
然
の
循
環
」を
学
び
な
が
ら
自
然
の

恵
み
を
実
感
し
、
感
謝
の
心
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
は
東
北
芸
術
工
科
大
学

の
三
浦
先
生
を
招
き
、
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
は「
私
た
ち
の
よ
う
に

物
に
あ
ふ
れ
た
国
が
出
す
二
酸
化
炭
素

で
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
が
海
に
沈
ん
で

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
舟
生
先
生
か
ら
、
生

物
を
集
め
る
た
め
の
装
置
の
作
り
方
を

教
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ト
ビ
ム
シ
な

ど
顕
微
鏡
で
見
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

ほ
ど
小
さ
な
生
物
を
見
つ
け
感
動
し
、

そ
れ
ら
が
落
ち
葉
を
腐
葉
土
に
分
解
し

て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

地
域
へ
の
情
報
発
信

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌「
け
や
き
」で
学
校
の

取
り
組
み
や
環
境
問
題
に
関
す
る
記
事

を
特
集
し
、
地
域
の
啓
発
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
環
境
学
習
や
授
業
参
観
の

案
内
を
出
し
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の

取
り
組
み
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

学
校
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
が
、

環
境
に
対
す
る
豊
か
な
感
受
性
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
と
も
に
、
身

近
な
生
活
に
意
欲
的
に
か
か
わ
り
な
が

ら
、
よ
り
良
い
環
境
作
り
を
目
指
し
て

取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

（
北
辰
小
学
校
）

戸
沢
氏
が
新
庄
に
入
っ
て
く
る
少
し

前
、
最
上
地
方
を
治
め
て
い
た
大
蔵
村

の
清
水
氏
が
、
宗
家
で
あ
る
山
形
の
最

上
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
、
新
庄
地
方
は
、
最
上

家
の
直
轄
地
と
な
り
、
最
上
家
臣
・
日
野

ひ

の

将
監

し
ょ
う
げ
んに

治
め
ら
れ
た
。
慶
長
十
九
年（
一

六
一
四
）か
ら
、
最
上
家
が
お
家
騒
動
で

取
り
潰つ

ぶ

さ
れ
る
元
和
八
年（
一
六
二
二
）

ま
で
の
八
年
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
日
野
将

監
は
新
庄
沼
田
城
を
居
館
に
し
、
城
下

町
の
整
備
を
行
っ
た
の
で
、こ
の
時
か
ら

新
庄
が
最
上
地
方
の
政
治
・
文
化
・
経
済

な
ど
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
野
将
監
が
、
新
庄
地
方
の
豪

族
た
ち
を
把
握
す
る
た
め
、
豪
族
た
ち

に
領
地
を
認
め
る「
知
行
村
付

ち
ぎ
ょ
う
む
ら
づ
け

」と
い
う

文
書

も
ん
じ
ょ

を
発
行
し
た
。
こ
の
日
野
氏
時
代

の
知
行
村
付
は
現
在
四
通
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
、
一
乗
院

い
ち
じ
ょ
う
い
ん（

飛
田
熊

野
神
社
の
別
当
）に
あ
て
ら
れ
た
文
書
に

「
新
城
之
内

し
ん
じ
ょ
う
の
う
ち

」「
く
り
の
木
み
や
う
」と
い

う
地
名
が
あ
る
。
こ
れ
を
漢
字
に
当
て

は
め
る
と「
栗
の
木
名

み
ょ
う

」と
な
る
と
考
え

ら
れ
、「
名
」と
は
、
中
世
の
土
豪
た
ち
が

新
し
く
開
い
た
私
有
地
、つ
ま
り「
名
田

み
ょ
う
で
ん

」

の
こ
と
で
あ
る
の
で
、「
新
城（
庄
）の
栗
の

木
名
」は
、
だ
れ
か
土
豪
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
名
田
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
世
の
土
豪
が
開
い
た
土
地

―
栗
明

く
り
あ
け

・
萩
野
明

は
ぎ
の
み
ょ
う

―

特色ある教育実践①「環境教育」

▲電力会社による授業
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BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

P弱法師（ヨロボシ）……………中山　可穂
P悪の条件～牛尾刑事・事件簿～…森村　誠一
P偽偽満州（ウェイウェイマンジョウ）…岩井志麻子
P宇田川心中 …………………小林　恭二
Pココロとカラダが元気になるプチヨーガ 綿本　　彰
Pウェルカム・ホーム！ ………鷺沢　　萠
P湯けむり浄土～花輪大八湯守り日記～

……………………………………高橋　義夫
P嗤（ワラ）う闇 …………………乃南 アサ
P王妃に別れをつげて …シャンタル・トマ
P夜回り先生……………………水谷　　修
Pサワコの和 ……………………阿川佐和子
Pエロチカ……………………e-NOVELS 編
P十三歳の仲人～御宿かわせみ～ 平岩　弓枝
P刀…………………………………辻　　仁成
P冬のソナタ～韓国ドラマ・ガイド～
………………………日本放送出版協会編

Pスイートリトルライズ ………江國　香織
Pイタリア幻想曲～貴賓室の怪人2～

……………………………………内田　康夫
P廃帝 ……………………………森　真沙子
P直筆商の哀しみ ……ゼイディー・スミス
Pトリビアの泉（5・6）

……フジテレビトリビア普及委員会編
P日々是（コレ）作文……………山本　文緒
P人生讃歌 …………美輪明宏・齋藤　孝
P恋なんて、少し不幸ぐらいがちょうどいい …唯川　恵
P影に潜む…………ロバート・Ｂ．パーカー
P子どもがよろこぶ！読み聞かせ絵本101冊ガイド

……………………………………西本　鶏介
Pさくら伝説………………………なかにし礼
Pぼくのボールが君に届けば …伊集院　静
P戦争で儲ける人たち…ダン・ブリオディ
P夫というもの …………………渡辺　淳一
Pメジロの来る庭………………庄野　潤三

新着図書

●今月のテーマ展示●

『2003年度市立図書館ベストリーダー』
2003年度に貸し出しの多かった本を一堂

に集めました。毎年大人気のコーナーです。
どうぞおいでください！2003年度に各賞を受
賞した作品も、同時に展示しています。

あらゆるデータをもとに未来生物学を
駆使して、驚異の進化を遂げた500
万～2億年後の地球の生命世界
を描く。興奮と驚異に満ちた大
人の科学的ワンダーランドを楽
しもう！

そ
の
土
豪
が
だ
れ
な
の
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
、「
栗
の
木
名
」

は
、
江
戸
時
代
以
前
に
開
か
れ
た
名
田

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の「
栗
の
木
名
」の
地
名
は
、
現
在

見
当
た
ら
な
い
が
、
堀
端
町
の
西
側
、
指

首
野
川
畔
に「
栗
明
」と
い
う
小
字
名
が

あ
る
。「
栗
の
木
名
」が
、い
つ
し
か「
栗
の

木
明

み
ょ
う

」、「
栗
明
」に
変
わ
っ
て
い
っ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

同
様
に
、
茶
屋
町
の
通
り
の
西
側（
陸

羽
西
線
の
踏
切
を
越
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

奥
羽
本
線
の
踏
切
ま
で
）の「
萩
野
明
」

と
い
う
小
字
名
も
、「
萩
野
名

み
ょ
う

」と
い
う
名

田
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
し
、
新

庄
市
で
は
な
い
が
、
金
山
町
の「
下
野
明

し
も
の
み
ょ
う

」

も
同
様
で
あ
ろ
う
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

『フューチャー・イズ・ワイルド』
ドゥーガル・ディクソン＆ジョン・アダムス著

幼年消防クラブ

子どもたちが「火の用心!」
「
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
、
お
父

さ
ん
た
ば
こ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
、

お
母
さ
ん
台
所
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
、
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
絶
対
に

火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」と
、
子
ど
も
た

ち
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

春
の
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、

中
部
保
育
所
、
北
部
保
育
所
、
南
部

保
育
所
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
保
育
所
ご
と

に
消
防
積
載
車
に
乗
っ
て
市
内
を
巡

回
広
報
し
、
火
の
用
心
を
呼
び
か
け

た
の
で
す
。

お
そ
ろ
い
の
法
被

は
っ
ぴ

と
鉢
巻
き
姿
で

消
防
積
載
車
に
乗
り
込
ん
だ
子
ど
も

た
ち
は
、
マ
イ
ク
を
握
っ
て
元
気
い
っ

ぱ
い
に
防
火
の
誓
い
を
披
露
。
道
行

く
人
も
か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
た
ち

の
呼
び
か
け
に
思
わ
ず
立
ち
止
ま

り
、
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
火
災
予

防
広
報
活
動
は
、
市
と
市
消
防
団
の

企
画
で
平
成
十
四
年
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
春
と
秋
の
年
二
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
て
い
る

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
、
現
在
三

百
九
十
三
人
。
春
の
消
防
演
習
な
ど

で
も
防
火
予
防
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
件
数
は
、
近
年
は
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
民
家
火
災
や

山
林
火
災
な
ど
、
ひ
と
た
び
発
生
す

れ
ば
そ
の
被
害
は
重
大
な
も
の
で
す
。

火
災
を
防
ぐ
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
心
が
け
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

▲火災予防活動（4月20日／北部保育所）
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

青空へジャンプ！
～かむてん公園～

41,285人（41,404人）
女 21,531人（21,537人）

世帯数 13,356世帯（13,230世帯）

3月の異動

出　生 00,038人（00,030人）

死　亡 29人（00,035人）

転　入 277人（00 262人）

転　出 482人（00,517人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,754人（19,867人）

こ
ど
も
は
、
あ

そ
び
の
天
才
な
ん

だ
。
土
と
石
と
草
、

そ
れ
に
木
と
水
が

あ
れ
ば
、
一
日
中

飽
き
る
こ
と
な
く

あ
そ
べ
る
。

地
面
に
○
や
□

を
画か

き
、
石
を
蹴け

っ
て
、
次
々
に
順

番
の
と
こ
ろ
に
入

れ
て
い
く
。
石
が

線
に
あ
が
っ
た
り
、

は
ず
れ
た
り
す
れ

ば
失
敗
で
、
相
手

が
替
わ
る
。

相
手
は
、
失
敗

し
た
と
こ
ろ
に
石

を
投
げ
る
。
成
功
す
れ
ば
、
○
や
□
を
跳
び
な
が
ら
、
そ
の
石
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
蹴
る
。
お
わ
り
ま
で
行
っ
て
、
早
く
帰
れ
ば
勝
ち
と
な
る
。

こ
う
し
た
ル
ー
ル
は
、
自
分
た
ち
で
い
ろ
い
ろ
決
め
る
。
あ
そ
び
は
何

て
っ
た
っ
て
、
こ
ど
も
の
も
の
だ
。
大
人
の
人
た
ち
も
、
時
々
入
っ
て
ほ
し

い
な
。

絵
＝
三
条
正
美
、
文
＝
笹
喜
四
郎
（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

石
け
り

クイズ

さて問題です。「いきいき健康づくり新庄21」で重点項目として取り
組むのは「食生活」ともう１つは何でしょう。①心の健康、②歯の健
康、③運動／はがき・ファクス・ｅメールに「①答え、②住所、③氏名、
④年齢、⑤電話番号、⑥広報紙を読んでの感想など」を書いて、〒
９９６‐８５０１新庄市企画調整課市民協働広報室あて、5月25日まで
応募してください。
ファクス２２-０９８９/ｅメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

4月号の正解は｢②249年｣でした。広報4月号を読んだ感想から紹介します。
「～中略～いきいき新庄人の記事に励まされました。向上心を持ち続け、より
良い花をこれからも楽しませてほしいと思います。今後とも、面白く中身のある
広報を楽しみにしています」
5月号では、5人に図書券をプレゼントします。

ストリートバスケット広場（4月25日）

念願だったスケートボードとストリートバスケットの練習場。
クラブを発足し4,000人の署名を集め、多くの関係者の努
力が実り、この春ついに完成。オープン式典では新庄・最
上スケートボードクラブ代表・斉藤拓さんが感謝とマナー
厳守の言葉を述べ、若者たちが次 と々技を披露しました。

表 　 紙
の

写 　 真

3月末現在の新庄人

かつろく ～思い出の四季～ かつろく ～思い出の四季～ 
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